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過去の決算修正に伴う平成 23 年３月期決算修正の可能性についてのお知らせ 

 

今般、当社の過去の決算において、一部の会計処理の修正を要する可能性のある事象が判明いたし

ましたので、お知らせいたします。 

記 

1．経緯 

当社は、平成22年３月期決算手続きにおいて、前会計監査人の指摘により子会社に対するのれん

の会計処理を行いました。 

然しながら今般、前会計監査人が日本公認会計士協会より、以下の処分を受けたため、当社の一

時会計監査人より、当該のれんの処理について慎重に監査させて欲しいとの要請がありました。 

 

（前会計監査人の処分及び事由） 

品質管理のシステムに重要な瑕疵があるため、監査対象とした財務諸表における重要な虚偽

の表示を看過している相当程度の懸念が認められ、実施した監査業務において職業的専門家

としての基準及び法令等に対する重要な準拠性違反が発生している相当程度の懸念がある

と判断された。このため、前会計監査人の上場会社監査事務所部会への登録申請を認めない

こととした。（平成23年６月１日品質管理審議会決定、平成23年６月１日監査事務所に通知） 

 

当該のれんの処理につきましては、前々会計監査人と前会計監査人との間で見解の相違がありま

したが、前会計監査人からの強い指摘があったため、平成22年６月28日付開示「平成22年３月期決

算短信の一部訂正について」にてお知らせの通り、のれんを計上いたしました。 

また、当該のれんの会計処理については、現時点においても前会計監査人は、誤りはないとの認

識であります。 

従いまして、当社としましては、事実関係や、会計基準及び他の法令違反の有無の調査を行うた

め、一時会計監査人及び社外の弁護士らと協議を行い、調査を進めてまいります。 

 
2．今後の対応について 

当該事象による影響について、早急に事実関係の調査及び確認を進め、この調査及び確認は１ヶ

月以内に完了する予定です。事実関係が判明次第、適時に開示を行って参ります。 

また、明日開催予定の第７期定時株主総会につきましては、予定通り開催いたします。 

 

株主、投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけいたし

ますことを、深くお詫び申し上げます。 

以上 


